
ｂ①の取組
を事例として
公募

提案手法…
対象分野…

ａ①の取組
を事例として
公募

提案手法…
対象分野…

公募２「受託者」が「芸術団体」を募集する
○芸術団体(ａ…、ｂ…)は、受託者(Ａ、Ｂ、…)の提案の中から、分野及び
＿希望する手法を選択して、公募２に応募する。

○受託者(Ａ、Ｂ…)は、収益力強化に取組む意欲のある芸術団体を公募２に
＿より選定し、事業実施のサポートや、効果の検証を行う。

公募３「文化庁」が「芸術団体」を募集する
○受託者が提案する分野及び手法とは異なる取組を行おうとする芸術団体等
＿を対象として文化庁が公募を行う。

芸術団体ａ②
音楽

芸術団体ａ③
演劇

芸術団体ａ④
伝統芸能

受託者

A

芸術団体ｂ②
伝統芸能

芸術団体ｂ③
大衆芸能

芸術団体ｂ④
演劇

受託者

B
受託者

C

取組Ｃ

提案手法、具体的な
取組内容が特殊であ
ること等により、
他の舞台芸術等での
実施が困難である取
組（※公募２を行わ
ない場合）

取組Ｂ

提案手法
体験コンテンツ、
VR活用…

対象分野
伝統芸能、大衆芸能、
演劇…

取組Ａ

提案手法
動画配信、
体験コンテンツ…

対象分野
音楽、演劇、舞踊、
伝統芸能…

受託者

A
受託者

B
受託者

C

公募３
文化庁が選定

事業評価
（受託者Cの
自己評価）

文化芸術収益力強化事業 公募１ ➡ ８月末 10件採択 公募２・公募３ ➡ 11月公募開始予定

公募２
(A)が選定

公募２
(B)が選定

事業評価 事業評価

… …

受託者(Ａ、Ｂ…)が
提案する分野及び
手法とは異なる取
組①

…

事業評価
（芸術団体の
自己評価）

芸術団体ａ①によ
る音楽の取組も併
せて提案

芸術団体ｂ①によ
る伝統芸能の取組
も併せて提案

芸術団体ｃ①によ
る特殊性のある取
組も併せて提案

公募事業は
実施しない

公募１「文化庁」が「受託者」を募集する
受託者（A、B、C…）について

○動画等による公演等の収録・配信の実績や、舞台芸術の専門性等につ
＿いて豊富な知見を有する者から提案される収益力強化の手法や対象分
＿野を明示した以下の計画を審査し選定。

(1)収益力の向上のために実施する具体的な取組の計画。

＿(2)(1)を参考として収益力強化を図る芸術団体を選定するため、受託者
＿＿が行う公募２についての計画。
＿＿（ただし、特例※として、公募を課さない場合を想定している。）

＿(3)事業の評価方法。

受託者(Ａ、Ｂ…)が
提案する分野及び
手法とは異なる取
組②

受託者(Ａ、Ｂ…)が
提案する分野及び
手法とは異なる取
組③

文化庁
公募１

により選定


